
豊浦中学校3年生1名、1年生1名が受賞

雨の日も風の日も 持続可能な病院運営を目指して

「税についての作文」受賞者表彰式、「第41回全国中学生人権作文コンテスト」受賞者表彰式

病院改革プラン推進に係る職員研修会の開催子どもたちの登校を見守る

　12月8日（木）、豊浦中学校で「税につい
ての作文」、「第41回全国中学生人権作文
コンテスト」の表彰式が行われました。
　税についての作文には道林るなさん

（3年生）の「税と向き合う」が豊浦町長賞
に輝きました。受賞された作文は、豊浦町
ホームページに掲載していますので、ぜ
ひご覧ください。
　また、中学生人権作文コンテストには
坂本晴仁さん（1年生）の「吃音症」が奨励
賞に輝きました。受賞された作文は法務
省のホームページに掲載される予定です
ので、ぜひご覧ください。

　大岸駐在所の田中智之巡査部長は、大岸小学校
に通う児童を毎日登校中に見守りをしています。
　10月4日（火）に北朝鮮からのミサイルでJア
ラートが作動したときにも登校中の児童と一緒
におり、町民からはすごく頼もしいとの声があり
ました。
　いつも、児童の安全、安心のために尽力してく
ださりありがとうございます。

　12月11日（日）、豊浦町国民健康保険病院にて、
「病院改革プラン推進に係る職員研修会」が開催
されました。
　研修会は、北海道済生会常務理事の櫛引久丸氏
から「持続可能な病院運営を目指して～原動力と
なる職員の心構え～」として講演があり職員約40
名が参加しました。

Town Topicsまちの話題

▲賞状を受け取る道林さん（右）と坂本さん（左）

▲大岸小学校の児童を見守る田中さん（最後尾）

▲病院と町が一体となって改革プランに取り組むことが
重要と話していました。
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